


推薦受験日説明会
2015年11月29日

　北海学園大学・北海商科大学の推薦受験を終
えた、1人暮らしを予定されている受験生・保護者
向けに、毎年開催しています。1人暮らしをしている
先輩学生から、生協の紹介、1人暮らしに関わる危
険と備え、大学近郊の住まい事情などをプレゼン

しました。また、下宿やアパートを選ばれた学生・保
護者に、先輩学生が同行し、より詳しい説明を行い
ました。2015年は19組33名の受験生・保護者が参
加されました。

巻頭言

　北海学園生協は、2015年の総代会にて、北海
学園生協の目指すことや重点課題を整理した
「北海学園生協の第１期中期計画」を策定いた
しました。その中で2015年～17年の重点課題と
して、「学生・教職員・院生からの組合員要求を、事
業活動を通じて実現するようにします」というアク
ションプランを掲げています。
　北海学園生協の役割は、学内構成員の福利厚
生に貢献することですが、「物を買う場所」「食事を
する場所」というだけではない、様々な活動をして
います。そこで、大学生協ならではの活動をもっと
たくさんの組合員の皆さんに広く知っていただけ
るよう、このパンフレットを発刊いたしました。
　ぜひ多くの方にご覧いただき、様々なご意見や
ご感想を賜りたいと思います。「生協がこんな活動
をしているなんて知らなかった」「もっとこういった
活動もしてもらいたい」というご感想やご意見が寄
せられることを期待しております。
　また北海学園生協は、「協同組合の理念・原則
を組合員が学び、組合員が地域社会へ貢献でき
るようサポートします」というアクションプランも掲
げています。大学生協のとりくみや事業を通じて
協同体験や助け合いの輪を広げ、学生の自立や
成長の場をつくります。
　皆様のご意見を元に、これまで以上に組合員
のキャンパスライフを支え、魅力ある大学づくりに
貢献できるよう、生協役職員と学生委員会とが一
丸となってアクションプランを一つひとつ実現して
いく所存です。

2016年4月吉日
専務理事　萩原英司

ミッション（使命）
カラフルキャンパスの創造

２つのビジョン（構想）
1.学生が首を長くして待つような企画作り
2.コミュニケーション・フルな学園作り

重点計画
1.学生・教職員・院生からの組合員要求に、
事業活動を通じて応えるようにします。
2.協同組合の理念・原則を組合員が学び、
組合員が地域社会へ貢献できるようサ
ポートします。
3.経営内容をより強固なものにし、組合員
へ様々な形で還元できるよう努めます。
4.事業上の重点課題、向こう３年間の損益
目標を実現できるよう努めます。

北海学園生協の
ビジョンとアクションプラン
（2015-2017年度中期計画）より

北海 商科
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新入生歓迎ティーパーティ（ティーパ）
2015年3月21日・28日

自宅生・保護者生協説明会
2016年1月9日・23日ほか

　毎年3月、北海学園生協学生委員会（G’stAff)は、
「入学式前に友達づくりができるように」とティーパ
を行っています。例年好評で多数の新入生が参加し
ており、2015年も2回合わせて473名の新入生が

参加しました。学部ごとに分かれてのゲームで盛り上
がり、LINEを交換したり、「一緒に入学式に行こう」
と約束している人もいました。

　大学生活への不安と期待が入り混じる合格者とそ
の保護者向けに、先輩から日常生活や入学までの過
ごし方をプレゼンしたり、大学生活を様々な面から
サポートする生協のことを知ってもらう集い（12月）、
生協説明会（1月～3月）を開催しました。集いでは

友達作り企画も同時開催。生協説明会では生協の仕
組みや加入、共済、推奨パソコンなどの説明を行いま
した。お昼にはG’payで食堂を一足早くご利用いただ
きました。生協説明会は3月19日まで8回行い、86組
172人が参加されました。

北海 商科北海
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パソコン講習会と愛情点検

　生協は「合格から大学入学、卒業までの生活シー
ンに適応した支援事業」を中期計画に掲げています。
その一環として、新入生向けに卒業まで使えるパソコ
ンと、講習会をご案内しています。2015年は280台

購入され、うち132人が参加し、初期設定からワード・
エクセルまで先輩講師から学びました。また秋には４
年間受けられる無料パソコン愛情点検を行っており、
2015年は4日間で118名が点検を受けました。

教科書販売

　生協では、毎年１学期の開始と同時に、G’booKs
特設会場にて、教科書販売を行っています。1・2学期

分一括してスムーズに購入していただけるよう、例年
大学のご協力をいただきながら取り組んでいます。

2015年2月6日・13日・20日、3月6日・13日・20日、4月12日・19日、11月16日～19日 2015年4月8日～18日、2015年9月北海北海 商科
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学生委員会と毎月の共済給付検討会

　北海学園生協には、生協理事会の元にある組織委
員会として学生委員会、通称『G’stAff』があります。
G’stAffは総勢49人（2016年2月現在）、5月の総
代会（⇒P10）で決定された1年の方針に従い『共済
活動、店舗・組合員の声活動、読書推進活動』の3
部局で日々楽しく活動を行っています。また、十月祭
で出店するなど学生の集団らしい側面もあります。

　大学生協は34年前に『学生の24時間を安心安全
でサポートしたい』と共済を立ち上げました。現在で
は北海学園大学・北海商科大学両校の学生の過半
数が加入しています。共済部局は月に1度、生協職員
も交え『給付事例検討会』を行っています。給付事例
を分析し、再発防止のため学生に注意喚起する活動
を行っています。

北海 商科

自転車点検会

　生協学生委員会（G’stAff)は、取引先の協力のも
と2014年から「自転車通学者が多い中、整備不良に
よる事故を防ぎたい」という目的で、自転車無料点

検会を年２回行っています。2015年は77名の参加が
あり、約半数の方の自転車に整備不良が認められ、整
備の重要性を知ってもらうことができました。

2015年4月24日、10月1日北海
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生協主催資格取得講座２０１５年度通常総代会

　生協では両大学のご協力のもと2年前より、北海
学園大学キャリアセンター主催学内講座、北海商
科大学APQ科目を補完し、学生のキャリアアップ

を支援するための学内講座を開催しています。
2015年は8講座に202名が申し込まれ、その後各種
資格試験に臨まれました。

　5月23日に生協の最高議決機関である「通常総代
会」を開催し、無事すべての議案が可決され、新たな
役員も選出も行いました。2015年は今後3年間の中

期計画として「北海学園生協の第1期中期計画」を議
決しました。当日は学生委員会（G’stAff）の活動を紹
介し、総代の方と一緒にPOP作成を行うなどしました。

2015年4月～9月2015年5月23日
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生協PJ活動

　生協では3年前より北海学園大学経営学部佐藤大
輔ゼミと協力し、生協をよりよくする活動を行っていま
す。2015年はG’caFeで「列の改善」「テーブル拭き設置」

「下膳口のゴミ箱移設」を試行し、利用者アンケートで評
価をいただきました。今後、３つの試行を通年実施する
こととし、要望のあった「給水機」を設置しました。

2015年9月
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北海

オープンキャンパス

　オープンキャンパスでは、来場者のみなさんに「先
輩学生による1人暮らし相談」を実施しました。2015
年は北海学園大学（豊平）、北海商科大学に加え、

北海学園大学（山鼻）と2部オープンキャンパスでも
実施し、両校を目指す多くの受験生にご参加いただ
きました。

2015年6月・8月・9月北海 商科



十月祭（G’shop＋へるぷろ）学会懇親会と鹿肉フェア

 　生協学生委員会（G’stAff)では、十月祭で『自分の
健康状態を自覚してもらい、体調の改善や維持に役
立ててもらう』ことを目的に、肌水分・ストレスなどの
測定をする『へる☆ぷろ～ Health☆Program～』を

行いました。また、冷やし白玉とポップコーン、ペット
ボトル飲料を販売し、その売上全額を大学生協勉学
援助制度に募金しました。

　2015年、北海学園大学を会場として行われた学
会の懇親会を、G’caFeを会場に開催していただき
ました。各種学会には毎年数件、9月頃にG’caFe
をご利用頂き、季節の食材を用いたオードブル等を

お楽しみいただいております。1月には、学校法人
北海学園と北海道との包括協定に基づく企画に合
わせ、G’caFeで鹿肉丼を特別提供し、400名以上の
学生に鹿肉を（初）体験していただきました。

2015年10月10日2015年9月、2016年1月18日～20日
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ビブリオバトル保護者懇談会食堂営業

　生協学生委員会（G’stAff)は、「読書推進活動」を
行い、学生が本を読むきっかけを創造しています。
2015年は北海学園大学人文学部田中綾先生より

「G’booKsを会場にビブリオバトルを開催したい」との
お話を頂き、4回開催いただきました。その様子を「新
入生おすすめ本」冊子でご紹介させていただきました。

　例年北海学園大学で行われている「保護者懇談
会」に合わせ、G’caFeと工学部食堂を営業し、保護
者の方に「ワンコイン食堂体験」をしていただきま

した。2015年は山鼻キャンパス、豊平キャンパスを
合わせ289名の方にご利用いただきました。

2015年6月30日、7月3日2015年10月17日・18日
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寄付（教育振興基金・勉学援助制度）工学部PJ

　生協では、2013年度より剰余金の一部を、北海学
園大学・北海商科大学の教育振興基金へ寄付して
います。2015年は合計43万円寄付しました。

　また、全国大学生協連が実施している、保護者を亡
くされた学生への勉学援助制度にも法人会員となっ
た上、十月祭出店の売上の寄付を行っています。

　生協では、中期計画で工学部店の刷新を掲げ、
生協理事会のもと理事・学生によるプロジェクトを
立ち上げ、工学部店購買の改装計画を作成し、2016

年2月に実施しました。改装レイアウト案の作成に
あたっては、これまで「組合員の声」に寄せられた要
望も参考にさせていただきました。

2016年2月2015年6月～9月

北海学園生協から組合員への還元・寄付一覧　2015年度

総額
G’payチャージプレミア

食堂・食品・教科書・書籍ポイント還元

定期購読現金割引
アパート・下宿仲介割引

各種スタディガイド５％引き・
自動車学校組合員価格
共済給付金額

大学寄付

大学生協の勉学援助制度寄付

49,980,314
7,063,117

9,663,280

2,279,498
5,110,714

11,101,350

14,232,355

430,000

100,000

年４回の期間限定。入金額の3～５％を上乗せチャージ

G’pay支払い時、飲食は１％、書籍は７％。100ポイントで100円

仲介手数料はアパートは５割のみ、下宿学生会館はゼロ

4,290人の共済加入者に対し232件の入院や手術などに給付しました

北海学園大学、北海商科大学の教育振興基金に寄付を行いました。

円

円

円

円

円

円

円

円

円
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寄付原則（2014年2月理事会決定）
〇寄付先の目的が生協の目的に沿っていること

〇学生支援であること

〇生協が直接実施できないか、寄付先が実施した方が効率的であること

〇寄付額は「組合員への還元、職員就労条件環境改善、内部留保」のバランスを考慮し 

　その年度の経常剰余の範囲内で理事長が提案する

〇理事会で議決し、決算月に執行する（1件20万円以上の寄付は理事会議決事項）
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